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          【論文審査の結果の要旨】 
本論文は、著者の長年にわたる全国の民間念仏の調査と研究の集大成である。調査期間はほぼ半
世紀、50 年にわたり、全国 700 ケ所余の現地を訪ね歩き、克明に記録をとり、映像に収める仕事
を地道に行ってきた。日本各地の民間念仏の実態を記録し、可能な限り史資料を集めて相互に比較
し、類似と差異を手掛かりに、現在から過去に遡って念仏の変遷の過程や祖型を見極めようと試み
る。そこでは新しい史資料の発掘を含むとともに、現在では伝承が途絶えたものも多く、その報告
は、当該年代の民間念仏資料を後世に残すことになる。文献史料と現地調査の統合には、かなりの
困難が伴うが、その大筋を明らかにし、念仏に関わる多様で複雑な儀礼や芸能を「民間念仏」の名
のもとに統合して、研究の見通し、体系化へのパラダイムを示したことが何よりも高く評価される。
また、著者の研究枠組みの基本は仏教と民俗の交渉過程の中で、新たに形成された仏教民俗を対象
とする仏教民俗学的立場であり、本論は日本民俗学において、「念仏」の位置付けをより確固たる
ものとしたことでも高く評価される。 
その一方で、仏教サイド、民俗サイドからは、その本来の立脚点の説明不足、後退とも捉えられ、
本論読解のために、日本における念仏の展開過程の仏教思想、歴史的背景の著者なりの略述が求め
られる。最澄による天台智顗の『摩訶止観』の四種三昧のうちの常行三昧（観想）、円仁による詠
唱念仏（引声念仏・不断念仏）の将来、法照流五会念仏の日本化、源信への影響、良忍による融通
念仏の導入と声明の引声念仏化、空也・一遍の詠唱念仏（歌う念仏）の踊躍念仏（踊り念仏）化、
法然・親鸞の専修念仏（願生）などの流れの中での民間念仏の位置づけである。また、引声念仏、
融通念仏、大念仏、六斎念仏、風流大念仏、風流太鼓大念仏などそれぞれの定義は必要であるが、
時代と地域でその内容は揺れ動いて変化する。加えて、本論を理解するには日本仏教史の基礎的な
知識、特に浄土思想や浄土教の発展についての知見が必要である。脚注での適宜の解説が望まれた。
このような注文もあるが、民間念仏の研究は、「文脈」と「地域」に還元しないと理解しにくい中
で、著者は困難で大きな課題に正面から挑んだことになる。 
民俗サイドからは、村の寺堂や公民館、また葬式時における葬家や墓場での念仏講による村念仏
は本論の論調の中で、どう位置付けられるか、まさに民間念仏といえるだけにその言及が欲しかっ
た。関東地方では、墓場に隣接する以前の寮（現在公民館・集会所になっている）が念仏の場にな
っている事例も多く、村における寺堂の成立ともかかわる。音を文字化した「念佛帳」に見る村人
のホトケ観、犬念佛、天道念佛などさまざまな念佛内容、音頭取りの継承法など、仏教民俗的課題
ともなる。本論文の性格は民俗調査に基づいた一次資料からの分析で、個々の民間念仏の現地での
見学や民俗調査の経験がないと内容の理解は難しい。民俗調査は、現在の民俗の中に「残存」を読
み解こうとする。他方、現行の民間念仏の現状を比較検討し、年代がわかる史料を手掛かりに、現
在から過去に出来るだけ遡ろうとする。この場合は、フィールド経験の蓄積に基づく直観による類
似と差異の判断が手掛かりとなる。通時的と遡及的という逆方向の時間のベクトルが交錯すること
になり、文脈や年代を補って筋を読み取る努力が強いられることになる。加えて、音声や動作、行
われる場所などの臨場感の再現が本論文の読解の要点となる。論文、文字化という制約の中で、本
論文は、その雰囲気を共感させてくれる。著者の長年の調査行が、文意に反映したともいえ、本論
文の最も特徴的な点ともいえる。結論で言う、念仏の身体化は、鈴木大拙や柳宗悦だけでなく、煩
悩即涅槃を説き仏性の重視を説く天台本覚思想に基づく修行との関係なども仏教的には一考する
必要があろうし、音と意味を問うなら、声明、念仏、御詠歌との差異などにも一言する必要があろ
う。何よりも、著者の身体化したフィールドワークの持続に敬意を表するとともに、念仏に惹かれ
る動機についての、一文も本書に沿い記して欲しい気がした。 
また、体裁的な面から言えば本論文は大部な著作であるため、詳細な調査の内容とそれに基づく
多様な考察は高く評価できるが、記述や論述に繰り返しが見られた。文章を整理し直して流れを作
れば、より説得力のある論旨として一貫性が発揮できたと思われる。 
以上のように、内容的にさらに補い、深化させるべき点、また言及の欲しい点、文章の添削など
はあるものの、先行研究の水準を質・量ともに凌駕する本論文は、民間念仏信仰に関する画期的な
成果であり、後世に残る労作であることは言うまでもない。いずれにせよ、先行研究の学説整理と
検討を綿密にした上でそれぞれに応じた課題を設定し、関係する史料、地方志、民俗方面の文字記
録を博捜、精読し、また、現地調査による聞き書きなどの諸資料との総合化を試み、その分析と考
察は的確になされている。まさに歴史民俗資料学の論文として高く評価できる。また、口頭試問に
おいて著者に更なる質問も試みたがいずれも相応しい応答であった。その結果も合わせ、坂本要氏
に博士（歴史民俗資料学）の学位を授与することがふさわしいものと審査員一同これを認めるもの
である。 
 
 
 
 
 
 
